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※２０１５年１０月１日、コスモエネルギーホールディングス
株式会社が発足。資本金４００億円

商号 コスモ石油株式会社

発足日 １９８６年４月１日

資本金 １億円

事業内容 原油・石油製品の輸出入・精製・
貯蔵・販売等

製油所 千葉、四日市、堺

１．当社の概要（１）

商号 コスモ海運株式会社

設立日 １９５４年１２月１４日

資本金 ３．３億円（コスモ石油100％）

事業内容 石油製品の内航輸送、船舶代理店
事業等

運航船舶
数

４１隻（内、自社船２隻）
※石油・AS・LPG船

社員数 86名（陸上）46名 （海上）40名



2１．当社の概要（２）



3２．製油所および物流拠点

供給拠点 ６２か所
（製油所３か所、他社利用基地含む）

※主な供給拠点(＝油槽所)

内航海運は、石油製品の安全安定供給には欠かせない



３．内航海運について

➢ 安全安定供給の確保

国内製品需要は今後も減少が見込まれる中、石油精製元売各社は

サプライチェーン全体の効率化・合理化を進めており、その中でも

長距離・大量輸送に優れる内航海運は重要な位置づけ。

また、石油はエネルギーの太宗且つ危険物という性質上、安全安定供給が

我々の最大の使命。今後も内航海運の位置づけは変わらない。

➢ 内航連絡会をはじめとするこれまでの取り組み

このような認識のもと、オペ会社及び船主経営トップと元売物流

トップは「内航連絡会」を設置し、定期的な意見交換を行ってきた。

・「荷役作業軽減に係るガイドライン」に基づく取り組み

・「安全基準統一」項目見直しへの対応

➢ 安全安定供給における懸念事項

・熟練船員退職における安全運航への支障

・船員希望者の減少、若年層の離職

・船主様の後継者問題
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